
Ⅰ　はじめに

1970年代にブルームが提唱する教育評価の考え
方が我が国に紹介され、学校教育の中で実質的に
導入されるにともなって、図画工作・美術科に関
する授業研究においても、結果としての作品の良
し悪しではなく、子どもの試行錯誤の過程をみて
とるなど学習プロセスでの評価を指導に生かして
いく形成的評価の考え方が浸透しつつある。平成
22年度改訂の新しい指導要録では、ブルームの教
育評価論の影響を受けた昭和 55年度改訂の指導
要録から、平成３年度、平成 13年度の改訂に引
き続き、目標に準拠した評価の着実な実施や、学
習評価を踏まえた教育活動の改善の重要性が今後
の方向性として改めて示されている。

1971年にブルーム等によって出されたHandbook

on Formative and Summative Evaluation of Student

Learning１の主要部分を『教育評価ハンドブック』２

として訳出し、教育的役割をもった評価の普及に
尽力した梶田によれば、昭和 55年度改訂の指導
要録から設けられた到達度評価の原理に立つ観点
別学習状況の評価の趣旨は、米国における「評価
運動」の中で 1940年代から議論が始められた教
育目標のタキソノミー（分類体系）の考え方に依
拠しているという。現代において、ブルーム等に
よるオリジナルのタキソノミーは、1994年の全米
教育研究学会（the National Society for the Study

of Education）で約40年間にわたる教育界での影
響を回想して再検討され３、後継者であるアンダ
ーソンとクラスウォール等による改訂版が 2001

年に出版されている４。そして、この改訂を踏ま
え、米国では、各専門領域の特性に応じた新しい
タキソノミーが考案されカリキュラム開発に活用
され始めている。
以上のような教育評価研究の今日的状況を踏ま
えつつ、本稿では、図画工作・美術科のカリキュ
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ラム開発の視点からアンダーソンとクラスウォー
ル等による改訂版について検討することを目的と
する。最初に、ブルーム等によるオリジナルのタ
キソノミーの概要を示しつつ、我が国の図画工
作・美術科の教育に与えた影響について考察す
る。次に、改訂されたタキソノミーについて、オ
リジナルから変更された内容の検討を中心にどの
ような点が今後の図画工作・美術科のカリキュラ
ム開発のために有効であるかを考察する。最後に、
アンダーソンとクラスウォール等によって考案さ
れたタキソノミーテーブルを参考にしながら、広
島大学附属三原学校園の図画工作・美術科のカリ
キュラム開発に役立てることを目的として、図画
工作・美術科版タキソノミーテーブルを作成した
いと考える。

Ⅱ　タキソノミーの概要と図画工作・美術
科への影響

１．ブルーム等によるタキソノミーの概要

教育目標の分類体系であるタキソノミーの考え
は、1948年にボストンで開かれた全米心理学学会
で、大学レベルの測定・評価に携わる委員達が測
定・評価に関するコミュニケーションを容易にす
るために共通の理論的枠組みが必要であることを
話し合ったことに始まる５。委員達は、そのよう
な理論的枠組が獲得されれば、委員の間の意見交
換のみでなく、測定・評価の意義や教育に関する
研究の促進にも役立つだろうと考え、測定・評価
とカリキュラムの出発点である教育目標を分類し
体系化することから理論的枠組みの構築が始めら
れている。
その成果の一部として 1956年には、知識の習
得と理解および知的諸能力からなる認知的領域に
関するタキソノミーが、ブルーム等によって発表
されている。表１の「教育目標のタキソノミーの
全体的構成」６に示されるように、認知的領域は、
「知識」、「理解」、「応用」、「分析」、「総合」、「評
価」の内容から構成され、その内容は、記憶にか
かわる知識のレベルとそれより高次の知的能力で
ある知識の活用のレベルに大別される。続いて
1964年には、興味や態度、価値観の形成や価値判
断などに関する情意的領域の教育目標のタキソノ
ミーが、ブルーム、クラスウォール、メイシアに

よって発表されている７。この領域は、「受け入
れ（注意すること）」、「反応」、「価値づけ」、「価
値の組織化」、「価値あるいは価値複合体による個
性化」の５つの内容から構成されている。認知的
領域、情意的領域に加えて、３つの目の領域であ
る技能の獲得などにかかわる精神運動的領域のタ
キソノミーは、資料不足などのため、まとまった
ものが発表されるに至っていない。梶田によれば、
決定的なものはないものの、ブルームの後継者で
あるダーベによって出された実践性を備えた提案
があり、その枠組みは、「模倣」、「操作」、「精密
化」、「分節化」、「自然化」から構成されている８。
タキソノミーのそれぞれの領域に関して、各項目
に分類される諸目標には系列関係があり、表１に
示されるように、1.0から6.0へ向かって認知のレ
ベルは高次になり、低い数値に対応する内容は、
より高次のレベルの目標を到達するプロセスにお
いて、順次達成していくべき内容を表している。
タキソノミーの作成と研究の趣旨に表された教
育的機能を果たす評価の考え方をより広く教育実
践に適用していくために、 1 9 7 1 年には、
Handbook on Formative and Summative Evaluation

of Student Learningが、ブルーム、ハスティング、
マダウス等によって発表されている９。このハン
ドブックにおいて着目すべき点は、幼児教育、言
語教育、社会科、美術科、理科、数学科、技術科
など異なる専門分野の特性に応じたタキソノミー
の開発が試みられていることである。我が国にお
いては訳出・紹介されていないが、美術科につい
ては、当時、アイオワ大学の准教授であったブレ
ント・ウィルソンが効果的な学習評価の開発に向
けてタキソノミーを作成している。ウィルソンに
よって作成されたタキソノミーが実際にどのよう
に活用されたのか、それを検討することは現代の
美術教育の評価研究において意義があると思われ
るが、それ以降の研究を示す文献は見当たらず、
米国の美術教育分野では普及に至らなかったこと
が示される。

２．図画工作・美術科への影響

ブルーム等によって示された教育目標のタキソ
ノミー、形成的評価と総括的評価、完全習得学習
といった考え方は、我が国では昭和 52年の学習
指導要領の改訂に伴う指導要録の見直しに影響を
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与えている。それ以降、指導要録では各教科の評
価については、学習状況を分析的にとらえる観点
別学習状況の評価と総括的にとらえる評定とを、
学習指導要領に定める目標に準拠した評価として
実施することが明確に示されている。到達度評価
の原理をベースとした観点別学習状況の評価は、
図画工作・美術科の実際の授業において評価と表
裏一体の関係にある指導を行う際の支柱となり、
学習活動を必然的に方向づける重要な機能を担う
ようになった。過去の指導要録の改訂において、
評価の観点は各教科に共通して、昭和 55年度改
訂で「関心・意欲」が設けられ、平成３年度改訂
で「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「技能・
表現（又は技能）」及び「知識・理解」の４観点
を基本とすることが示され、平成 13年度改訂で
はこの４観点を基本的に踏襲するものとなって
いる。
ブルームの教育評価論の影響が強くみられる昭
和 55年度改訂の指導要録が出された年には、教
育専門誌である『現代教育科学』において、「改
訂『指導要録』のどこが問題か」をテーマに臨時
増刊号が編集され、国語科、社会科、算数・数学
科、理科、音楽科、図画工作・美術科、体育・保

健体育科、技術・家庭科のそれぞれの立場から、
評価の観点、評定、所見の項目について検討がな
されている 10。この特集号、及び、前後に出され
た号に掲載されている関連論文に目を通してみる
と、ブルームの教育評価論との関連で指導要録に
示された新しい内容について検討しているのは、
社会科と理科であり、タキソノミーの各領域と評
価の観点との対応関係に焦点をあてた議論が中心
になされている。他方、図画工作・美術科に関す
る検討の中には、ブルームの教育評価論について
言及した箇所は見当たらない。特集号において図
画工作・美術科の立場から論文を寄せている東京
学芸大学教授の村内哲二は、それまでの指導要録
に示された観点との比較において、「…今回の改
訂された指導要録の観点の示し方は、とくに新し
いものではなく、従来のものとほとんど変わり方
のないものといえる。」11と述べている。このこと
から、図画工作・美術科に関しては、指導要録に
示された範囲において間接的な影響はあるもの
の、教科内での十分な議論にまでは至らなかった
ことが推察される。参考までに、表３と表４にこ
れまでの指導要録等における評価の観点の変遷を
示す12。
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表１　教育目標のタキソノミーの全体的構成

表２　指導要録等における評価の観点の変遷（図画工作科）

6.0 評価

5.0 総合 個性化 自然化

4.0 分析 組織化 分析化

3.0 応用知識 価値づけ 精密化

2.0 理解 反応 巧妙化

1.0 知識 受け入れ 模倣

認知的領域 情意的領域 精神運動的領域

平成22年

○造形への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

平成13年

○造形への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

平成３年

○造形への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

昭和55年

○表現の能力

（絵・彫塑）

○表現の能

力（デザイ

ン・工作）

○鑑賞の能力

○造 形 に

関する関

心・態度

昭和46年

○絵画

○彫塑

○デザイン

○工作

○鑑賞

昭和36年

○絵をかく・

版画を作る

○彫塑を作る

○デザイン

をする

○ものを作る

○鑑賞する

昭和30年

○表現（描

画、工作、

図案）

○鑑賞

○理解

昭和23年

○鑑賞

○表現

○理解



Ⅲ　アンダーソンとクラスウォール等によ
るタキソノミー改訂版の検討

１．構造上の主要な変更点の検討

アンダーソンとクラスウォール等によって改訂
されたタキソノミーの大きな特徴は、教育実践に
おける活用を考慮しながら、表４の「タキソノミ
ーテーブル」13に示すように、「知識の次元」と
「認知的プロセス」から成る２次元から構成され
ていることである。「タキソノミーテーブル」の
知識の次元と認知的プロセスの次元が交差するマ
スは、学習を構成している目標、活動内容、アイ
ディアなどの認知的な特性によって分けられてい
る。タキソノミーテーブルの活用のメリットは、
カリキュラム全体や単元全体における特定の学習
活動の位置づけを明確にしたり、諸々の学習活動
を系統的に関連付けたりすることを促進すること

などであり、これによって指導と評価による教育
上の効果を高めることが目指されている。
改訂されたタキソノミーの構造上の主要な変更
点には、オリジナルの認知的領域の構成内容であ
った「知識」、「理解」、「応用」、「分析」、「総合」、
「評価」が、「思い出す」、「理解する」、「応用する」、
「分析する」、「評価する」、「創造する」という動
詞による表現に置き換えられていること、また、
「総合」と「評価」の位置が入れ替わり「総合」
に対応する「創造する」行為が最終段階に設けら
れていることがある。この変更によって、知識の
活用と学習の転移の特性であるアクションが強調
されており、ここには、「タキソノミーは、学習
者が自分自身の経験から生じる問題に自分の知識
を活用することを学ぶこと、これまで出会ったこ
とのない問題に効果的に取り組むことを可能にす
る学習を促進する必要性を強調する。」14というオ
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表３　指導要録等における評価の観点の変遷（美術科）

表４　タキソノミーテーブル

平成22年

○美術への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

平成13年

○美術への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

平成３年

○美術への

関心・意

欲・態度

○発想や構

想の能力

○創造的な

技能

○鑑賞の能力

昭和55年

○表現の能力

○鑑賞の能力

○美 術 に

対する関

心・態度

昭和46年

○絵画

○彫塑

○デザイン

○工芸

○鑑賞

昭和36年

○絵をかく

○彫塑を作る

○デザイン

をする

○鑑賞をする

○美術への

関心・態度

昭和30年

○表現（描

画、工作、

図案）

○鑑賞

○理解

昭和24年

○美の鑑賞

○基礎技術

の理解

○創造的な

表現

知識の次元

認知的プロセスの次元

１．

思い出す

２．

理解する

３．

応用する

４．

分析する

５．

評価する

６．

創造する

A．事実的

知識

B．概念的

知識

C．手続き的　

知識

D．メタ認知

的知識



リジナルのタキソノミーに表されたブルームの教
育理念の継承をみることができる。アンダーソン
とクラスウォール等は、多くの学校教育ではいま
だに一種類の認知プロセスである記憶することに
焦点をあてているが、より広い範囲の認知プロセ
スに拡大される必要があり、学習の転移にかかわ
る認知プロセスが改訂において強調されているこ
とを述べている。学習の転移の促進を意図する認

知プロセスの次元の内容は、表 515に示すとおり
であり、「１．思い出す」から「６．創造する」
に移行するにつれて、単純から複雑、低次から高
次の認識の局面へ向かう連続性をもっている。
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表５　認知プロセスの次元

カテゴリーと認知プロセス

１．思い出す：長期にわたる記憶から関連のある知識を取り出す。

1.1 認識する（同定する）

1.2 思い起こす（取り出す）

２．理解する：口頭、書面、図によるコミュニケーションを含む指導的なメッセージから意味を構成する。

2.1 解釈する（明確化する、言い換える、説明する、訳す）

2.2 例証する（図解する、事例を挙げて説明する）

2.3 分類する（分類する、組み込む）

2.4 要約する（抽出する、一般化する）

2.5 推測する（結論づける、推定する、挿入する、予測する）

2.6 比較する（対比する、地図を描く、一致させる）

2.7 説明する（モデルを構成する）

３．応用する：与えられた状況において手続きを実行したり使ったりする。

3.1 遂行する（実行する）

3.2 実践する（使う）

４．分析する：材料を構成要素に分解し、諸部分がお互いにどのように関連し合っているか、全体的な構造

や目的とどのように関連しているかを判断する。

4.1 識別する（判別する、区別する、焦点化する、選択する）

4.2 組織化する（首尾一貫性を見つける、統合する、要点をまとめる、分析する、構造化する）

4.3 原因を考える（分解する）

５．評価する：基準や規範に基づいて判断する。

5.1 確認する（調整する、発見する、観察する、検証する）

5.2 批評する（判断する）

６．創造する：首尾一貫して機能的である全体を組織化するために要素を組み立てる。要素を新しいパター

ンや構造に再組織化する。

6.1 生み出す（新仮説を立てる）

6.2 計画する（設計する）

6.3 作り出す（構成する）



もう一つの主要な変更点は、知識の次元に「メ
タ認知的知識」が加えられていることが挙げられ
る。表６の「知識次元の主要類型と下位類型」16

に整理されるように、改訂版が示す知識次元は、
「事実的知識」、「概念的知識」、「手続き的知識」、
「メタ認知的知識」から構成されるが、「メタ認知
的知識」以外は、オリジナルのタキソノミーにも
含まれていたものである。改訂版に「メタ認知的
知識」が導入された背景には、行動主義心理学に
基づく学習モデルが、一般的に、意識、認識、自
己反省、自己調整を考慮しなかったことに対して、
今日、教育研究において主流となっている認知

的・社会的構成主義が示す学習モデルにおいて
は、それらの活動の重要性が強調されていること
がある。アンダーソンとクラスウォール等は、メ
タ認知の一般的な特徴として、２つの側面を挙げ
ている。一つ目は、認知に関する知識であり、二
つ目は、認知プロセスのコントロール、モニタリ
ング、調整である。そして、タキソノミーテーブ
ルの構造においては、一つ目の認知に関する知識
が知識の次元のメタ認知的知識として位置づけら
れ、二つ目の認知プロセスのコントロールと自己
調整の側面は認知プロセス次元として位置づけら
れている。

２．図画工作・美術科におけるタキソノミー改訂

版の活用に関する考察

アンダーソンとクラスウォール等がタキソノミ
ーの改訂を通して意図したように、実際の教育の
場におけるタキソノミーテーブルの活用は、図画
工作・美術科教育に限らず、教師がカリキュラム
の開発、運用、評価を行う際に、ある目標に基づ
いて展開される学習活動の特性を把握したり、さ
まざまな学習活動を組織的に関連付けて計画・実
施・評価したりする上で有益なツールを提供して

いると思われる。さらに、改訂されたタキソノミ
ーを図画工作・美術科教育で活用していくこと
で、以下のような指導と評価に関する新しい可能
性が開かれることが期待される。
一つ目は、認知プロセスの次元に示された「思
い出す」ことから始まり「創造する」ことへ向か
う連続した各段階は、図画工作・美術科が求める
「創造」につながる学習のステップを示唆してお
り、これに沿った授業を設計することで効果的な
学習が期待できるということである。これまでの
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表６　知識次元の主要類型と下位類型

主要類型と下位類型

A．事実的知識
専門領域の問題を解いたり、専門領域に精通したりするため
に知っておくべき基礎的な要素

AA．専門用語に関する知識
AB．特定の詳細や要素に関する知識

B．概念的知識
総合的に機能することを可能にするより大きな構造における
基礎的な諸要素の相互関係

BA．分類や類型に関する知識
BB．原理や一般化に関する知識
BC．理論、モデル、構造に関する知識

C．手続き的知識
どのようになすべきかに関する、探究方法、技術を使うため
の基準、手順、技能、方法

CA．教科に固有の技術や手順
CB．教科に固有の技法や手法
CC．いつ適切な手段を使うべきかを決定する基準に関する知識

D．メタ認知的知識 一般的な認知の知識や自分自身の認知に関する認識や知識

DA．方略に関する知識
DB．適切な文脈や条件についての知識を含む認知的な課題に関する知識
DC．自己知識



図画工作・美術科教育では、個々の教師レベルで、
創造につながる学習の効果を高めるために指導・
評価の創意工夫はなされてきているものの、個々
の教育実践を超えた理論的枠組みは開発されてき
ていない。タキソノミーテーブルに示された認知
プロセスの次元を理論的枠組みとして用いること
で、創造することへと向かう学習プロセスの明確
な把握に基づいた指導と評価の設計および実施が
可能になるであろうと思われる。
二つ目は、改訂されたタキソノミーに新しく加
えられた「メタ認知的知識」を図画工作・美術科
のカリキュラム開発と授業設計の理論的枠組みに
導入することで、教科目標の主眼である「豊かな
情操を養う」ことにより効果的に結びつく指導と
評価の新しい展望が開かれることである。アンダ
ーソンとクラスウォール等によって示された「メ
タ認知的知識」は、「方略に関する知識」、「適切
な文脈や条件についての知識を含む認知的な課題
に関する知識」、「自己知識」から構成される。図
画工作・美術科の文脈では、「方略に関する知識」
は、自分のイメージに合った表現のための技法に
関する知識、「適切な文脈や条件に関する知識を
含む認知的な課題」は、異なる題材に応じて適切
に自己調整・自己修正しながら課題に取り組む力
と解釈することができるであろう。また、「自己
知識」については、自分らしさに関する知識と解
釈することができる。これまで、図画工作・美術
科においては、そのような自己に特有の認知の仕
方をモニタリングしたり、調整したりすることに
関する指導と評価の視点が不明瞭であったり欠如
したりしていたが、今後は、「メタ認知的知識」
を根付かせていくことで、美しさやよさに関する
自分らしい価値の意識や感情にかかわる情操を育
むことにより効果的な指導と評価の可能性が開か
れていくと思われる。
改訂されたタキソノミーからは以上のような意
義を見出すことができるが、それが｢認知的領域｣
に限っているために、限界も示される。つまり、
図画工作・美術科の特性に本質的な価値や感情に
かかわる情意面や、身体による表現としての技術
や技能にかかわる精神運動面をどのように位置付
けていくのかという問題である。図画工作・美術
科の近年の研究では、旧来の知性と感性の二元論
的枠組みを超えて、知性と感性の協応的作用によ

って両方の働きを高めていく考え方が一般的とな
っている。このような考え方の根拠には、教育心
理学者であるR・アルンハイムやH・ガードナー
の研究成果があり、教育哲学者である J・デュー
イやH・ブロウディの芸術教育論がある。このこ
とを踏まえて図画工作・美術科において改訂され
たタキソノミーの活用を考えていくならば、「情
意的領域」と「精神運動領域」を「認知的領域」
の知識の次元と合わせて考慮していく必要性があ
るだろう。

Ⅳ　図画工作・美術科のタキソノミーテー
ブル

１．広島大学附属三原学校園における図画工作・

美術科の研究趣旨

改訂されたタキソノミーの検討を通して考案す
る図画工作・美術科のタキソノミーテーブルは、広
島大学附属三原学校園の図画工作・美術科のカリ
キュラム開発に活用してその有効性を検証するこ
とを念頭に置いている。このため、本稿で提示す
るタキソノミーテーブルは、同学園で取り組んで
いる研究の趣旨に適合するように作成している17。
広島大学附属三原学園の平成 22年度からの研
究テーマは、「幼小中一貫の教育力を生かした創
造的問題解決力の育成―国際的資質としての人間
関係力を基盤として―」であり、図画工作・美術
科では、「創造的問題解決能力」とのかかわりで
「美意識」を育む図画工作・美術科のカリキュラ
ム開発に取り組んでいる。同学園ではテーマに掲
げられた「創造的問題解決能力」を「自らを取り
巻く状況の中から、発達段階に応じて問題を発見
し、それを解決すべき問題として受け止め問題解
決に向けて創造的思考を行って解決方法を発想
し、実践する能力」と定義している。また、図画
工作・美術科で育成したい「美意識」については、
「美しさやよさに関する価値の意識や感情」と定
義している。
アンダーソンとクラスウォール等によるタキソ
ノミーに示された学習の転移という認知の創造的
側面に焦点をあてた理論的枠組みは、同学園の研
究テーマに適するものであり、「創造すること」
に向かう認知プロセスの次元を考慮しながら学習
開発を行うことで、「創造的問題解決能力」の育
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成につなげていきたいと考える。さらに、「メタ
認知的知識」にかかわる指導と評価を計画・実施
することを通して、それが「創造的問題解決能力」
や「美意識」の育成にどのような効果があるのか
を実践を通して確認していきたいと考えている。

２．図画工作・美術科のタキソノミーテーブル

以上のような趣旨のもと作成した図画工作・美
術科のタキソノミーテーブルを表７に示してい
る。また、タキソノミーで示された指導と評価の
理論的枠組みの検討を踏まえて設定した図画工
作・美術科の授業を通して子どもにつけたい力を
表８に示す。タキソノミーテーブルの作成および
子どもにつけたい力の内容を設定するに際して
は、オリジナルや改訂されたタキソノミーの内容
をそのまま踏襲するのではなく、以下の点を特に
考慮しながら変更を加えている。
一つ目は、改訂されたタキソノミーに示された
学習の転移に着目した認知的プロセスの次元を基
本的には適用しつつも、領域については、「認知
的領域」のみでなくオリジナルのタキソノミーに
示されていた「情意的領域」と「精神運動的領域」
を理論的枠組みの中に取り入れていることであ

る。また、オリジナルにおいても改訂版において
も認知的プロセスの次元は６段階に分けられてい
るが、教育実践における運用上の便宜を考えて、
大きく３つの段階に括っている。
二つ目は、情意領域において、「関心・意欲・
態度」の観点に加えて、広島大学附属三原学校園
の図画工作・美術科で育成を目指している「美意
識」に直接かかわる観点として、「美的な価値観
（美しさやよさに関する価値の意識や感情）」を設
けている点である。これまでの指導要録に示され
る図画工作・美術科の観点別学習状況の評価の４
観点には、「美意識」に直接つながる観点がなく、
これを新しく設けることで、教科目標である美意
識を育むことに効果的である指導と評価の実現を
目指している。
三つ目は、「メタ認知」の領域に関して、図画
工作・美術科の特性を踏まえながら「自己知識」
と「自己調整」の観点を設定している点である。
両者の連続性を考慮しつつも、自己知識について
は、表現や批評・鑑賞の活動に現れた自分らしさ
に関するメタ認知とし、自己調整については、改
善点の認識と分析による表現や批評・鑑賞の活動
での自己修正の力と定義している。
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表７　図画工作・美術科のタキソノミーテーブル

認
　
　
知

知識の次元
認知プロセス次元

１ 思い出す／理解する ２ 応用する／分析する ３ 評価する／創造する／内面化する

事実的知識
（美術用語、造形の
要素と原理）

これまでの記憶から、美術用語
や造形の要素と原理を想起し
て、新しい学習内容に関連づけ
ている。

制作や批評・鑑賞の活動におい
て、状況に適した美術用語を用
いたり、造形の要素と原理を活
用したりしている。

制作や批評・鑑賞の活動を通して、美術用
語や造形の要素と原理に関する新しい認識
を獲得している。

題材のテーマのコンセプトをベースにしな
がら、制作や批評・鑑賞の活動において、
自分自身のコンセプトを深めている。

習得した技法・技術を自らの制作に応用し
ている。

習得した批評・鑑賞の方法を自らの批評・
鑑賞に応用している。

制作や批評・鑑賞の活動を通して、よさや
美しさに対する価値の意識や感情を再構成
している。

自分らしさや改善点の認識に基づいて、自
分なりの美意識を形成したり深めたりしな
がら、制作や批評・鑑賞の活動に取り組ん
でいる。

概念的知識
（題材のテーマのコ
ンセプト）

題材のテーマのコンセプトを認
識・理解している。

制作や批評・鑑賞の活動におい
て、題材のテーマのコンセプト
を同定し関連性を判断している。

精
神
運
動

手続的知識
（表現の技術と技法、
批評・鑑賞の方法）

技法・技術を理解し習得する。
批評・鑑賞の方法を理解し習得する。

情
　
　
意

感情の次元
情意プロセス次元

１ 受容する／反応する ２ 価値づけする／組織化する

興味・関心・態度
美的な現象や存在を受け入れよ
うとしたり、それらに対して注
意を向けたりしている。

美的な現象や存在に見出される
価値を認め、その価値を自分の
持っている価値の意識や感情と
の関連で吟味している。

美的な価値観（美し
さやよさに関する価
値の意識や感情）

美的な現象や存在との出会いか
ら、自分の持っている価値の意
識や感情を喚起している。

メ
タ
認
知

メタ認知の次元 １ 思い出す／理解する ２ 応用する／分析する

自己知識
ポートフォリオなどからこれま
での学習を思い出している。

制作や批評・鑑賞において自分
らしさが表れている点を分析し
ている。

自己調整
制作や批評・鑑賞において改善
すべき点を見出している。



Ⅴ　今後の課題

本稿では、タキソノミーの検討とともに、それ
を踏まえて図画工作・美術科のタキソノミーテー
ブルを考案し提示した。このタキソノミーテーブ
ルは試案の段階であり、今後、教育実践を通して
修正していくことを考慮に入れている。教育実践
では、改訂されたタキソノミーの新しい内容であ
る「認知プロセスの次元」と「メタ認知」の領域
に焦点を当てながらその教育的効果について検証
していきたいと考える。
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表８　美意識を育む図画工作・美術科でつけたい力

領
域

図画工作・美術科で
つけたい力

図画工作・美術科でつけたい力の内容

認
　
知

自分なりに材料や色や
形の組み合わせなどを
工夫することができる
力

与えられた材料や色や形の組み合わせなどを意図や目的に応じて、自分なりに工夫して表現す
ることのできる力である。材料や色・形を工夫して表すためには、個人の中にある既習事項と
しての今までの制作活動や材料体験を思い起こすことが不可欠である。さらに鑑賞と関連して
活動を行うことで力をより一層伸ばすことができる。また、自分なりに工夫したことが認めら
れることで、「つくりだす喜び」を味わうことができるようになる。

精
神
運
動

自分のイメージにあわ
せて絵や立体、言葉な
どに表すことのできる
力

自分のイメージにあわせて、用具や材料を適切に用いて、色や形を組み合わせて表現すること
のできる力である。自分のイメージを表現するためには、技能が必要である。学年に合った技
能を持っていることで表現活動にも幅ができ、意欲的に取り組むことができる。そのためには、
今までの学年での積み上げが欠かせない。また、鑑賞などにおいての自分の思いや感じたこと
を言葉や文章にして表すといった行為も技能としてとらえていく。

情
　
意

表したいことを見つ
け、自分なりのイメー
ジを広げ、深めていく
力

対象から「自分もやってみたい」と意欲を感じ、そこから自分なりのイメージを広げ、深めて
創作意欲を抱く力のことである。これらは、自分にとっての心地よいもの・美しいものを探そ
うとする姿勢から生まれてくるものであり、子ども達の心を動かされる様な出会いや体験を生
活や学習の中で常に意識しておかなければいけない。このような体験や出会いを重ねることに
よって対象から表現に対する意欲や興味関心を育むことができる。

メ
タ
認
知

他者と関わりながらコミ
ュニケーションをとり、
自分らしさや改善点の
認識に基づいて、自分
なりの美意識を形成し
たり深めたりする力

制作や批評・鑑賞を通して、自分らしい表現の仕方やみ方・感じ方、つまり自分なりの美意識
とはどういうものかを理解し、それをさらに広げたり深めたりしていく自己知識や自己調整の
力のことである。自分らしさを認識するためには比較としての他者が必要であり、コミュニケ
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